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区政報告
ニュース

大
学
卒
業
時
に
多
額
の
借
金
を
背

負
っ
て
「
自
己
破
産
」
…
こ
ん
な
事

態
が
若
者
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
立
大
学
費
は
年
平
均
53

万
円
、
私
大
は
年
平
均
86
万
円
と
高

額
で
、
各
国
が
導
入
し
て
い
る
給
付

型
奨
学
金
も
な
い
と
い
う
特
異
な
状

況
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
返
済
不
要

の
給
付
型
奨
学
金
創
設
の
声
は
、
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

共
産
党
区
議
団
は
、
今
年
２
月
会

議
の
代
表
質
問
で
国
に
給
付
型
奨
学

金
創
設
を
求
め
る
と
と
も
に
、
区
独

自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
提
案
、

独
自
に
条
例
案
・
予
算
修
正
（
下
囲

み
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
こ
の
案
は
、
与
党
多
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
６
月
会
議
で
再

度
質
問
。
答
弁
は
、
微
妙
に
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
３
か
月
後

の
今
９
月
会
議
で
、
公
明
党
が
「
区

と
し
て
給
付
型
奨
学
金
」
の
検
討
を

求
め
区
長
が
「
検
討
す
る
」
と
答
弁
。

自
民
も
総
括
質
疑
で
言
及
。
わ
ず
か

半
年
間
で
す
が
、
変
化
が
生
ま
れ
て

お
り
、
区
民
の
声
で
さ
ら
に
前
に
進

め
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 障害者福祉の現

状と課題など…
10
月
２
日
、
原
中
で
行
わ
れ
た
避
難

所
開
設
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

は
、
原
町
会
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
町
会
、

町
屋
６
丁
目
団
地
町
会
の
３
町
会
で
す
。

参
加
者
は
、
情
報
、
物
資
な
ど
役
割
分

担
も
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
ご
と
放

水
訓
練
（
写
真
下
）
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練

（
写
真
上
）
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ふ
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
３
つ
の
町
会

は
、
耐
震
化
さ
れ
た
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

や
公
的
住
宅
居
住
者
の
比
率
が
高
い
こ

と
で
す
。
ま
た
、
都
営
住
宅
の
居
住
者

は
、
高
齢
化
が
進
む
な
ど
地
域
社
会
の

状
況
が
こ
の
間
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
高
層
建
築
物
居
住
の
み

な
さ
ん
は
、
家
具
転
倒
防
止
や
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
設
置
な
ど
屋
内
安
全
対
策
や

建
物
内
備
蓄
が
完
備
す
れ
ば
基
本
的
に

避
難
の
必
要
が
な
い
の
で
す
。
避
難
所

ま
で
徒
歩
で
移
動
す
る
こ
と
の
方
が
危

険
な
気
が
し
ま
す
。
地
域
の
変
化
に
対

応
し
た
防
災
対
策
の
検
証
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
横
山
幸
次
）

11月７日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

共産党提案の 「荒川区奨学金支給条例」(案)
☆支給金額

高校生月額５千円、大学・各種学校月額１万５千円

☆受給資格

生活保護の１．２倍以下の収入

成績要件は、５段階評価で３以上など

☆予測対象者と予算規模

高校生 約７００人 大学生 約５００人

予算規模 約１億３０００万円

区独自の給付型奨学金制度をめぐる
区政と区議会の動き

①２月区議会本会議質問で共産党区議団が、

区独自の給付型奨学金制度実現を求める。

「（区独自の）給付型奨学金の導入について

は、現在のところ予定していない」（区答弁）

また共産党区議団は条例案（右下囲み）を

提出。自民、公明が財源問題など理由に否決。

②６月区議会本会議質問で横山区議が再度実

施を要求。

「他区の動向を把握…（中略）…国の検討状

況を注視」（区答弁）

③９月会議

公明党本会議で「（区独自の給付型）荒川

版奨学金制度の創設」と質問。区長は答弁で

「他自治体の動向を注視しつつ、奨学金の検

討を進めていく」。

自民党も決算特別委員会総括質疑で、公明

党の質問を後追いし同様の制度実現を求めた。

☆
日
本
の
異
常
な
高
学
費
、
奨
学
金
に

よ
る
借
金
地
獄
…
。
そ
の
大
も
と
は
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。



改正前 改正後

選挙カー
1日15 ,30 0円上
限

1日15 ,80 0円上限

ガソリン代 1日7 ,3 50円上限 1日7 ,5 60円上限

ビラ作成 1枚7円 30銭上限 1枚7円 51銭上限

ポスター
510円 48銭×公
営掲示板数＋
301 ,8 7 5円

525円 6銭×公営掲
示板数＋310 ,5 00円

ガソリン代について
7日間一人
平均額

1日一人
平均額

2011年区議選 10 ,651 1 ,522

2012年区長選 15 ,774 2 ,253

2015年区議選 10 ,972 1 ,567

今
回
、
荒
川
区
西
尾
久
に
あ
る
東

京
視
覚
障
害
者
協
会
荒
川
支
部
の
方
々

と
懇
談
を
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
ま
だ
改
善
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

「
声
の
あ
ら
か
わ
区
報
」
「
声
の

わ
た
し
の
便
利
帳
」
（
い
ず
れ
も
テ
ー

プ
）
な
ど
は
届
け
て
い
ま
す
が
、
自

分
の
必
要
な
情
報
に
た
ど
り
着
く
ま

で
聞
き
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

点
字
情
報
で
あ
れ
ば
、
高
齢
者
の
方

な
ら
子
育
て
情
報
は
、
飛
ば
し
て
読

め
ま
す
し
、
メ
モ
を
取
ら
な
く
て
も

戻
っ
て
確
認
で
き
ま
す
。

障
害
者
福
祉
課
か
ら
の
封
筒
に
は

「
障
害
者
福
祉
課
」
の
点
字
は
あ
り

ま
す
が
、
何
の
お
知
ら
せ
が
入
っ
て

い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
地
デ
ジ

移
行
後
は
以
前
の
ラ
ジ
オ
で
は
テ
レ

ビ
音
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
く
な

り
ま
し
た
。
障
害
者
差
別
解
消
法
か

ら
も
新
年
度
予
算
で
の
改
善
は
、
も

う
待
っ
た
な
し
で
す
。

高
速
増
殖
炉
は
、
普
通
の
原
発
（
軽
水
炉
）
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
高
速
中
性
子
を
利
用
す
る
原
発
。

世
界
で
実
用
化
の
め
ど
も
立
た
ず
、
日
本
だ
け
が
固

執
し
、
１
兆
円
を
超
え
る
莫
大
な
費
用
が
つ
ぎ
込
ま

れ
ま
し
た
。
貯
ま
っ
た
の
は
核
兵
器
の
原
料
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
だ
け
。

「
日
経
」
の
「
ク
イ
ッ
クV

o
t
e

」
で
、
も
ん
じ
ゅ

廃
炉
に
賛
成
か
反
対
か
読
者
投
票
で
は
、
廃
炉
賛
成

が
３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

公
職
選
挙
法
で
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
使
用
や
選
挙
運

動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
等
の

公
費
負
担
制
度
が
あ
り
ま
す
。

お
金
の
あ
る
な
し
で
立
候

補
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
候
補
者

の
選
挙
運
動
の
機
会
均
等
を

は
か
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

９
月
会
議
で
消
費
税
が
５

％
か
ら
８
％
に
引
き
上
が
っ

た
こ
と
を
反
映
し
、
11
月
の

区
長
選
挙
に
間
に
合
わ

せ
て
公
費
負
担
の
引
上

げ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
日
本
共
産
党
は
反

対
を
し
ま
し
た
。

全
国
一
律
の
上
限
設

定
で
、
荒
川
区
と
し
て

の
独
自
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
特
に
ガ

ソ
リ
ン
代
は
、
そ
も
そ

も
区
内
で
は
、
毎
日
運

行
し
て
も
上
限
に
な
る

こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

実
態
に
全
く
合
っ
て
い

ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

視覚障害者福祉サービスの拡充を求める要望書より
○区報や区議会便りは多くの区でも点字で発行しています。ハ

ザードマップなども点字や録音物を作成してください。

○「私の便利帳」はテープで6本になります。タイトルを探す

のが困難なので点字・デイジーでも作成してください。

○区から発行される封筒に点字で内容等の記入をお願いします。

○点字図書給付事業の手続きが複雑なので、横浜方式(登録制)

のように電話で本を注文できるようにしてください。

○「テレビが聞けるラジオ」は緊急時の地震速報を聞くことが

出来ます。日常生活用具支給事業の対象にしてください。

☆すでに、区のお知らせや区議会

だよりなども点字版で提供してい

る区は、少なくありません。(上)

障害者への合理的配慮の実現の

ためにぜひ足を踏み出すべきです。

障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ
る
「
合

理
的
配
慮
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
も

問
わ
れ
ま
す
。

視
覚
障
害
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、

音
声
信
号
機
の
設
置
や
町
屋
駅

な
ど
の
ホ
ー
ム
柵
や
ド
ア
設
置

が
強
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
は
、
放
置
自
転
車
の
解

消
も
強
く
求
め
て
い
ま
す
。
放

置
自
転
車
は
、
障
害
者
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
、
子
ど
も
連
れ

の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き

な
バ
リ
ア
で
す
。

具
体
的
に
、
都
電
荒
川
７
丁

目
駅
ホ
ー
ム
（
写
真
上
）
に
柵
の
設

置
、
都
電
通
り
沿
い
の
信
号
に
音
声

信
号
を
設
置
（
写
真
下
）
な
ど
出
さ

れ
て
い
ま
す
。


